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1～6∫％解6
Consid6rations　sur　les　Celtes
au　travers　d’exp6riences　et　de　voyages　v6cus　dans　le　pass6
GONDO　Namiko
　En　route　pour　rIle　d’Aines，　le　pass6　s’impose，
　　　　　des　images　nostalgiques　surgissent．
Elles　6veillent　en　moi　des　souvenirs　magnifiques，
　　　　　　　　entour6e　de　menhirs，　je　sens
　　　　　　　le　monde　ancien　m’enveloPPer，
　　　　　　　　　prise　par　le　silence　du　lieu．
C’est　une　exp合rience　magni丘que　et　inoubliable，
　　　dans　le　bois，　j’ai　une　impression　identique．
　　En　me　rendant　au　Cotani　vers　le　lac　d’Acan
　　　　　un　beau　matin，　j’aperCoiS　une　biche
　　　　　　　　　en　train　d’allaiter　son　faon，
　　　　　　　　　　un　Miracle　de　la　Nature．
　　　　　　　　　　Il　y　a　un　demi－si合cle，
　　　　　　Jetals」eune，　aCUve　et　reveuSe，
　　　　　　lors　d’une　chasse　en　montagne，
　　　　　　　　　　　　　j　al「emarque
　　　les　chasseurs　vivant　dans　ces　contr6es，
　　des　personnes　gentilles　et　bienveillantes
qui　nous　ont　offert　de　d61icieuxαeufs　d’abeille，
ma　tante　et　moi　en　avons　goat6s　avec　d61ice．
　　　Ces　montagnards　nous　ont　accueillies
　　　　　　　avec　une　grande　sollicitude，
　　　　ilS　m’ont　meme　lav6e　soigneusement
　　le　pied　qui　s’6tait　sali　Iorsque　j’ai　gliss6．
1 Le　village　d’Aines
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　　Il　y　a　quarante　ans，　je　me　trouvais　en　France，
　　　　　ロリ　，　　　　　JetalS　enCOre」eしlne，　act董ve　et　reveUSe．
　　　Je　me　souviens　bien　d’une　famille　frangaise
　　　　　　　　　　　d’origine　Gau豊oise　vivant
　　　dans　un　petit　village　au　bord　du　lac　L6man．
　　　Leur　maison　et　leur　jardin　6taient　grands．
Je　me　souviens　egalement　d’avoir　travers6　un　bois
　　　　　　en　me　rendant　en　voiture　a　Or16ans，
　　　　　　　on　s　arretait　et　on　s　y　promenalt．
Au　coucher　du　soleil　dans　le　bois　dense　et　sombre，
　　les　druides　nous　apParaissaient　en　habit　fonc6
　　　dans　les　futaies，　bols，　for6ts　oCI　ils　vivaient．
　　　　　　　　Maintenant　leurs　descendants　s’y　prom合nent，
　　　　　　　　　nous　marchons　cherchant　dしl　gui　bien　f（）rm6．
　　　　　　　　　nous　levons　nos　tetes　avec　des　yeux　ronds．
　　　　　　　　　　　　　　Pendant　des　ann6es　on　a　admir6
　　　　　　　　　　　　　　　　des　h6ros　du　pass6　tels　que
　　　　　　　　　　Vercingetorix，　Arthur，　Morgane，　Merlin．－
　　　　　　　Les　hommes　sont　6mus　par　leurs　belles　histoires．
Ce　sont　les　grandes　aventures　qui　perdurent　dans　nos　m6moires．
　　　　　　　　　　Les　Frangais　ont－ils　oubli61eurs　anc6tres？
　　　　　　En　revanche，1’Ai’nes　n’a　jamais　oubli6　ses　anc6tres．
　　　　　　　　　　　　Ils　n’oublient　pas　non　plus　les　Gaulois
gr2ce　aux　contes　d’amour　qu°ils　6voquent，　ils　se　souviennent　d’eux．
口絵1　羅臼岳にて（本稿235頁参照）
口絵2　ヴォークリューズの泉（Yahoo　Franceより，本稿236頁参照）
口絵3　Le　Mus6e　Saint－Raymond（本稿241頁参照）
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《特別研究》
数々の旅と経験を通してのケルト考
権　藤　南海子
はじめに
　北海道の深い森の中を何時間も車を走らせると，ドイツやフランスの濃い緑の森の中を，車を走ら
せた時のことを想い出します。動物達は，人間を恐れることもなく共生しているように見えるので
す、，今夏の北海道旅行で，阿寒湖のコタン集落を訪れるべく，車を走らせていた時に偶然に遇った鹿
の親f，f鹿が母親の乳房を一生懸命つついてお乳を飲んでいました，母鹿は我々のことを気にしな
がらも，子供にお乳を与え続けました、，それは生まれて初めて遭遇した素晴らしい光景でした。
　今回，霧が立ち込め，全てを隠してしまう幻想
的な景色に何度出会ったことでしょうt，
　北海道の夏の気象条件がなせる業なのか，国後
島を眺めた時，羅臼岳を超えた時，旭川から小樽
までの道中で，西崎山の頂上から海を眺めた時，
各地で空に大きな虹が架かっていました、，殆ど毎
日のように虹を見ることのできた8日間でした。
空に広がる華麗な景観は我々人間に自然の偉大さ
を示し，感動を与えるものでした。娯楽の少ない
古代の人間達には，自然自体が日々の楽しみと喜びを与えるものであったと，容易に想像することが
できます。彼らは，それらの現象から多くの物語を創造できた筈だからです、，自然の光景に陶然とし
ていた筆者は慌てて携帯で写真を撮りました，，（2009年7月17・18日撮影　口絵1）それは筆舌に尽
くし難い心を奪われる荘厳な景色でした，
　忍路環状列石の中に何気なく立った時に受けた深い感銘は，一体何が齎したものでしょうか？身内
から震えるような感覚を覚えました。周囲を取り囲む5・60cmからlm余の石と中央の祭祀用の円
胤，そこに置かれた黒曜石の丸い石。畑の中に放って置かれているように見えて，現在でも実際に使
われているのではないかと思われるような臨場感。そこには独特の空気がありました。この地が示す
物こそが，日本に太古の昔から住む民族の血の証なのではないのでしょうか？　心の中に遠い昔に受
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けた感動が甦ってきました。
忍路環状列石 中央の祭祀用の円周内（2009年7月20日撮影）
1　フランス滞在中の経験をとおしてのケルト観
　序章で述べた感動は，ドルイッド教（druidisme）の聖地を訪れた時のことでした、，口絵2の写真
はヴォークリューズの泉です。
　1968年10月29日から1972年3月30日までのフランス滞在を初めとして，1975年の3ヶ月間，1977
年ll月から1981年7月，1992年3月から1994年1月まで，そして夏休みごとのフランス滞在と，通
算10年以上になるヨーロッパ滞在中何度も感じたのは，日本の自然との相似でした。イゼールの森は
あたかも歩き慣れた武蔵野の森のようでしたし，アーン県の山々は甲信越の山々を彷佛とさせたもの
です。現在の日本は全ての崖や川岸に防壁を築いていますが，4・50年前はそんなものはありません
でした。フランスの良い点は，現在でもそういった無粋なものがないことです。人間には目があるし，
注意を怠らなければ避けられると考えています。事実，初めての険しい山道を運転した小柄な日本人
である筆者でさえ，唯の一度も断崖絶壁から落ちたことなどないのです。車でさえ落ちないのですか
ら，大地に足を着けた人間はなおさらのこと落ちる筈などないのです。人間の感1生を麻痺させるよう
な設置物を可能な限り取り除くべきであると考えます。
　1970・1971年，友人達と見学したカルナックの巨石群に対しても同じ感動を覚えましたc，霧の中
には，我々と我々に慈悲を乞うジプシーの子供達だけでした。彼らのお蔭で標識もない膨大な列石群
の中で，マニオのメンヒルを見つけられたようなものです。我々は一度目は女性だけ4人，二度目は
フランス人の夫婦と3人だけでしたが，怖いジプシーの男達に狙われることもなく，汚れた顔をして
はいても目鼻立ちの整った美しい顔の少年少女達に案内されて，有名な巨石を見学することが出来ま
した。彼らの仲間内で話すフランス語が理解できなかったのが大変印象的でした，，未だフランス政府
が何の干渉もしておらず，歴史家や好事家だけが訪れていた時代でした。2回とも2時間くらい留
まっていたにも拘らず，もっと残って居たいという気分になったものです、，そして．重要なのは，現
在でもこの地で，何者かが祭祀を行っているのだという臨場感です。
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　左の写真は，昨年9月のフランス実地研修で，
ゼミ生天野耕一君が撮影したものです。霧の中．
訪れた1970年・1971年当時の列石群と違い，観光
客が多い上，周囲に金網が張られていて，以前の
亡羊として尚且つ悠然とした自然の威厳が余り感
じられませんでした。最も残念だったのは，静誼
さを失っていたためか，太古の人々の姿が思像で
きず，祈る気持ちが起きなかったことと，メンヒル
のくねくねした蛇の彫刻が殆ど消えかけていたこ
とです．この地では，未だに誰かが祈りを捧げて祭祀を行っているとは到底想像できませんでした，
ドルメンは如何にも古代の集団埋葬の場といった様相を呈して，一つのかなり大きめのドルメンに，
ここに30名も入れるのか疑問に思いながら，ゼミ生達と入ってみましたが，全てが風化してしまった
のか，感性に訴えるものは何もありませんでした。
　今回の調査旅行で，同じく落胆させられたのが，モンサンミッシェルでした。何と，海の中に頑丈
で幅広なコンクリート道路が出来ていたのです。僧院の階段の両脇は土産物屋が立ち並び，各店は観
光客で埋め尽くされ，何の繋がりがあるのか全く判らない大きな写真が至る所に貼ってあり，僧院の
静説さなど中に入ってさえ，見当たらず，中庭の回廊に入って，初めて我々は落ち着いて暫し座り込
みました。只，僧院からの眺めは昔のままで，大西洋が広がり，潮風が顔を打ち，曇り空の中でさえ
趣のある景観を提供してくれました，，帰り道，波の押し寄せようとする海水の中を走って渡った記憶
が懐かしく甦りました、、
　一つの収穫は，ケルトの時代にCondateと呼ばれていた町レンヌRennesにある，観光化されて
いないサンジェルマン教会（LEglise　de　Saint　Germain）の木組みの天井を，時間をかけて鑑賞で
きたことです、，これこそケルト文化の名残だからです、土地の人らしい老婦人が真剣に祈りを捧げて
いるのが見られ，暫らく座っていると，若者もお参りに来ていることがわかりました，古い地区を歩
くと，木組みの壁を持つ建物も我々を存分に楽しませてくれました，
　フランスを旅していると，ケルト文化の痕跡を各地に見ることができます、，私にとって最も印象的
であり，今でも目に焼き付いているのが，1978年に友人の母i二の車で行った，本稿冒頭にカラー写
真を掲載したFontaine　de　Vauclしlseです、，　S．V．夫人と二人でしばらくその恐ろしいまでの水量の泉
のしぶきを浴びていました。現在ではいろいろな施設ができて，昔とは違うものになってしまったと
聞いていますが，Mont　Saint　Michelといい，全て現代人の手が加えられ，観光客の餌食になって，
変っていくのでしょうか？
　V家は，夫人の説明によると東欧からフランスに流れてきた家系とのことでしたが，V氏の説明
ではゴルワの血であるとのことでした。大広間に紋章が飾ってあり，夫人は由来を説明しておられま
したが，夫君は『妻の趣味なのだ』とおっしゃいました。金髪，ヴォークリューズ泉のような眼の色，
大柄でお人好しで，大変気の良い方たちで，なにしろお喋りが大好きです。その時もThonon－les一
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BainsのV．家を訪れた際に，ケルトの話になり，『私，その泉を絶対に見たい1』と言ったところ，
急遽訪れることになり，ホテルの予約もなんのその，私より頭一つ大きい夫人は，お気に入りの小さ
なシトロエン・ドウー・シュヴォーで，私を助手席に乗せ，出かけたのです。当時は現在のような観
光地ではなかったので，ホテルも直ぐにみつかりましたが，思い立ったが吉日なのは，ケルト文化を
調べるにつれ，彼らの気質であると思い当たります。勇敢さにかけても大変なもので，長男F－Xrの
バイクKAWASAKIの後部座席に乗ってAin一帯をツーリングするのはなかなか勇気の要ることで
した。なにしろつり橋のかかっているような渓谷でも勢いをつけて向こう岸までバイクで飛び超えて
しまうのです。
　そもそもV家との出会いは，1968年10月30日にLyonに到着し．翌日の31日に，11月から始まる
リオン第二大学に登録をするために行った折のことでした。クレディ・リオネに行く道順を聞くの
に，いかにも真面目そうな女子学生を探して，正門の前で自転車に乗ろうとしていた，濃い金髪
（フランス語ではシャタンクレール）をきっちりまとめ，眼鏡をかけた女子学生をみつけ，道を尋ね
たところ丁寧に教えてくださり．別れ際に『もし良かったら木曜日が空いていますから私の小さな
アパートに遊びにいらっしゃい1』と誘ってくださったのです。以後毎週木曜日訪れて，解らない
フランス語やリオン事情，フランス人の生活を聞いていました。彼女MB，愛称Babetteの
アパートで多くの友人と知り合うことになりました。彼女は両親より小柄で背も170cmくらいです
が，やはりお喋りが大好きで，話し出したら止まらないのではと思うほどです。
　1960年代後半当時，日本人に対し，未だに第二次世界大戦中の恨みや，偏見を持っていた人が多
い中，筆者と腕を組んで歩き，レストランでの食事の時も小食な日本人女子学生が残すのを平気で平
らげていました。その年の冬，早速Ainの山小屋に招待され，新年を祝いました。両親のお住まい
はレマン湖Lac　L6manの畔にある町，トノン・レ・バンの近郊の丘の上にある大きなお屋敷でし
た。各お部屋に洗面台がついており，広いお庭にはいろいろな木がありました。冬にはりんごを採っ
てりんごパイを，初夏にはさくらんぼうをつまみ，木苺のジャムを，秋にはスグリのジャムを一緒に
作って，学生寮の自分の部屋に持ち帰りました。数年前，夫君が他界され，今年89歳になられた夫人
がお一人で住んでいらっしゃいます。
　V氏は，身長は185cm位，少々太めでワインとピアノと歌が大好きで，教会でピアノの伴奏を担
当なさっていました。何度目かにお目にかかった時『ヴェルジャントリックスを知っていますか？』
と聞かれ，『無論知っております。ローマ軍に反抗して敢然と戦って，処刑されたゴルワの英雄です。』
と答えた時の嬉しそうな顔を忘れることが出来ません。私が訪れる度に「日本から私の娘がやって来
た』と高々と抱き上げて大喜びでした。ご自身の友人や親戚宅に連れて行き，赤ちゃんから老人まで
紹介してくださいました。彼らは皆山小屋風の家に住んでいました。彼らが振る舞ってくれる葡萄酒
は，お酒というより少々醗酵した葡萄ジュースのようで，それを飲んでいた折に，突然小学生の時に
群馬県の山の中で会った山窩の方たちのことを思い出しました。その清んだ目と人の良さそうな笑顔
がよく似ていたのです。私が『日本の山にも「山窩」と呼ばれる山の民がいて，狩猟で生活し，猿酒
という葡萄酒を飲んでおり，焼いた石の上に水を入れ，熊の皮を敷き，山道で滑って汚れた足を洗っ
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て下さった優しい人たちでした。』と話すと，『焼いた石ではないけど暖炉にかかっているお湯で足を
洗ってもいいですよ1』と笑いながら言って下さいました。
　フランス人の中によく見られるおおらかな人の良さは，ケルトの血が流れている故だと身をもって
感じることが出来ます。夫人の亡き父上が所有していた壁紙会社の社長さんでしたが，狩猟が趣味
で，獲物の大猪をご自分でさばき．獅子鍋にして女性たちに振る舞い，手作りの猪のソーセージを帰
りに持たせてくださいました。獅子鍋は強すぎてあたってしまい身体中にブツブツができましたが，
ソーセージではあたりませんでした。なかなか乙な味でしたが，氏の逝去以来口にしたことがありま
せん。
　教会でソプラノの独唱を受け持っていた素晴らしい美声の持ち主であるV夫人の，家の中での権
威は絶大で，家具の配置も，翌月の予定も，女中に対する指示も，全て，夫人の指揮下にあり，家族
全員が夫人の言葉を待ちます。但し，お庭のことや夫君の仕事のことで夫人が夫君に口出しをするの
を見たことがありませんでした。夫人の博識ぶりは，実に驚嘆すべきもので，ジュネーヴ大学では看
護学を学んだとのことでした。夫人の姉上は，ジュネーヴ市内の如何にもブルジュワらしい大きなお
屋敷にお住まいで，地下には，畳十畳分くらいの玩具の鉄道模型があり，それを走らせるのは実に楽
しいひと時でした。
　ケルト文化が，父親母親長男で，三位一体となっていることが事実として判ります。そして，
自然の象徴である母親の偉大な権力もt二人の威厳ある婦人を見ていると実感できるのです。
　以上私的な体験が長くなりましたが，彼らを語ることがケルト人を語ることになると信じ，認めて
います。ケルトについて研究すればするほど，彼らとの交際が思い出されるのです。好奇心が人一倍
強く，黒髪・黒い目の小さな日本人女子学生の話を夢中になって聞き，少しでも疑問があるとすぐに
質問し，V氏は私を『ファン，ファン』と呼んでいましたが，女性なのに何故女性形容詞のフィーヌ
（fine）と言わないのか不思議に思っていました。ファン（Fand）が，ケルト神話の恋愛物語の中の
Fand王妃であることを知ったのは随分後のことでした。何故その場で詳しくファンの意味を尋ね
なかったのか，悔やまれてなりません。無論，V氏から説明を受けましたが，神話の中の黒髪黒い目
の美女の名で，une　hirondelle（ツバメ）という意味だと言われ，きょとんとしていると，　V氏が私
をお庭に誘って，館の壁の屋根の下にある巣を見せて下さいました。燕のように毎年やって来て良い
のだと解釈し，大学の休暇ごとに訪れて，10日間から2週間ほどを過ごしたものです。
1　歴史的観点から
　ケルトについては多くの著作があり，いまさら筆者如きが説明する必要はありませんが，前8世紀
～後5世紀ヨーロッパ全域で独自の文化圏を形成し，現在スイス，フランスとブルターニュ，コーン
ウォール，ウェールズ，スコットランド，マン島，アイルランドに散見することのできるケルト人達
は，前278年には小アジアにまで広がっていました。前59年から49年にかけて，カエサルがガリアを
征服したことによってケルト文化は綾小化してしまったようです。しかし，5世紀以降ケルトに憧
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れを抱いていたキリスト教修道士たちが，多大な努力と好奇心を持ってケルトの伝承を書き留めたこ
とにより，現在でもケルトの英雄伝・神話・民話が多数残っています。ケルト人たちは文字を信用せ
ず，口承によって伝えたため，彼らキリスト教修道士の努力がなかったら，現在までこれほど多くは
残らなかったことでしょう。日本の15・16世紀の現状もローマやスペインに残る伝道師達の叙述で
明らかになることが多く，キリスト教もそういう面では他国の歴史に多大な貢献をしている事実を認
めなければなりません，
　ケルト文化の遺産は幸運にも1846年ハルシュタット（Hallstatt）で，1857年ラ・テーヌ（LaTene）
で発見されました。ハルシュタット文明の遺跡は，ザルツブルク州（Salzburg）のザルツカンマー
グート（Salzkammergut）地方にある，現在世界遺産となっている，美しいハルシュタット湖の傍
にそびえる岩塩で出来た山の塩抗から発見されました。発見現場で撮影した写真は残念なことに鮮明
に写りませんでしたn頂上近くから坑道ができており，現在でもトロッコに乗って，600mほどを見
学することができます。トロッコの線路も下に降りる滑り台も全て大きな木が使われています。滑り
台などは観光客にとっては遊園地より面白い乗り物となっていますが，塩抗で働いていた労働者達に
とっては，移動手段として大変便利な乗り物であったことは十分に想像することができます。技術の
発達していない当時としては稀に見る生産量を誇ったのも当然のことと実感できるのです、、
　ハルシュタットから発見された遺産は，青銅器時代最初に鉄を使い始めたと言われる，鉄器時代の
覇者であったヒッタイト文化の後に来る文化と言われています。従って，紀元前12世紀頃から始ま
り，前750年から前500年頃まで隆盛を誇った文化です、，その理由は無論ザルツブルグ（塩砦）の
名前が示すように，ハルシュタットの塩坑から採取された豊富な岩塩によるもので，動物にとって不
可欠の塩を手にしたのですから，栄えるのは当然の成り行きです，，現在でも見学場所以外のところ
で，採掘されており，我々現代人もその美味なお塩を口にすることができます，未だ全てのことが究
明されているわけではなく，学者達の研究対象になっており，筆者自身がハルシュタットを見学後，
ウィーンの国立自然史博物館を訪れた際，大変残念なことに調査・研究中で，見学することが出来ま
せんでした，，オーストリアで見学できたのは，世界遺産となっている岩山と湖の間の蛇のように細長
い村・ハルシュタットにある小さな博物館に展示されている発掘品のみでした。
ハルシュタット岩塩坑入りロ 山に登るケーブルカーから湖と町を撮影
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　研究者によりいろいろな理由が想定されていますが，前6世紀頃に，人口増加が理由であるのか，
ケルト人たちは，ブリタニア，アイルランド，イベリア半島へと移住を始めるのです。
右：対岸がラ・テーヌラテニウムから撮影
　　　　　　左：ラテニウム博物館内
ラ・テーヌから出土した遺骨から復元したケルト人。
　移住先の一つであるラ・テーヌ文化の遺産は，ヌシャテル湖畔（Lac　de　Neuchatel）にあり，遺
跡発掘現場の反対側にあるラテニウム博物館Lat6nium：mus6e　d’arch6010gieで堪能することが出来
ます。この博物館は大変よくできており，何時問いても飽きないもので，ここでハルシュタットの遺
品も見ることが出来たのは幸いでした，，発掘跡自体は再度埋められて，ただの林になっています，，筆
者が訪れた折は．嵐が来る前で，かなり強い風と共に土砂降りの雨で，黒い森の現場まで行ったもの
の，タクシーの運転手さんに『外に出ないで戻った方がいいですよ！』と言われ，現状から尤もだと思
い．引き返しましたが，何やら恐ろしい雰囲気が漂っていました。ラテニウム美術館からヌシャテル
湖の対岸を眺めた時の，陰欝ではあっても穏やかな湖畔の風景とは大きく違うものでしたuお天気が
良い日に再度訪れ，黒い森の中を散策したいと思います。しかし，忘れてならないのはこの悪天候の
景観こそが，ローマ人やキリスト教徒たちを恐れさせたドルイッドの森，妖怪や魔術師の住む森．
ドルイッドの聖地として，永遠に人々の記憶に留め置かれた理由でもあるのです，，そう，悪天候の現
地の林を見ることが出来たのは正に天恵であったのです。
　フランス各地に残る遺品も素晴らしいものが
多く，その一つがシャロン・シュール・ソーヌ
（Chalon－sur－Sa6ne）にあるデノン博物館Le
mus6e　Vivant－Denonniの展示物です、，そこに
は，数多くの遺品が雑然と並べてありました。
特に，金色に輝くゴルワの装飾品に目を奪われる
のが，トウールーズにあるサン・レイモン美術館
に所蔵されている遺品です。（口絵3）
　ここでキリスト教が入る前の宗教であるドル
霧i灘難
デノン博物館にて撮影
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イディズムについて少し触れなければなりません。フランスの友人達に尋ねても，『ドルイッド
（druide）はケルトの基層信仰の最高位の僧で，森の中の湖の近くに住み，魔術師として大きな力を
持ち，清く鋭い目をしていたと言われている。』とのことで，あまり多くを知らないようでしたが，
ギイを探して歩き，天気が崩れ，霧がかかった状況になると『ドルイッドが出てきそうだから，帰り
ましょう。貴方はシントイスト（Shintoiste）だから平気かもしれないけど，私は嫌よUと言われ
たものでした。友人のフランス人たちは神道が日本の基層信仰であることをよく知っていました。
　「ドルイドについて詳しく記している古典古代の著述家を時代順に上げると，ユリウス・カエ
サル（前102一前44），シチリアのディオドロス（前80一前20），ストラボン（前64－19），プリニ
ウス（23－79），アンミアヌス・マルケリヌス（330－395）となる。ケルト社会におけるドルイド
の強大な権力，その絶大な権勢ゆえに古代インドのブラフマン（婆羅門）と比較される。特権
階級の子弟の教育によって後継者を確保していたのであって，世襲ではない。人身供儀とそれ
に伴う予言の実施の際には必ずドルイドが臨席していなければならない。ドルイドは裁判権を
行使し，特に殺人の裁定は彼らに一任されていた。今にも戦闘に入ろうとする両軍に分け入っ
て，仲裁する権限があるとされる。ドルイド・バード・預言者の三階級に分かれていて，ドル
イドが最高位を占めていた。」　　　　　　　　ケルトの宗教ドルイディズムpp．28－38より抜粋
　パリからシャルトル大聖堂への道で，ドルイッド僧が現れそうな深い森を見ることが出来ます。
パリ滞在の折に，パリ盆地の近郊をよくドライブしたものです。パリ市南部やオルレアンへの道を，
車で走らせて，ところどころの森に入り，散策したことがあります。時々，ご先祖が貴族であったで
あろう方たちが，数頭の犬を引き連れて馬で散歩をしていました。我々が車を止めて森の中の散策を
楽しんだり，お昼寝をしていたりしても『Bonjour1　Mesdemoiselles』とにこやかな笑顔を見せてお
られました。猟犬達も興味深げに覗いたり，近づいて匂いを嗅いだりするものの，実に機嫌よく尻尾
を振っていました。兎狩りや時には狐狩りをしていたようですが，我々が狐を見たことは一度もあり
ませんでした。むしろ多かったのは野うさぎや猪だったように記憶しています。我々はもっぱら木の
実を拾って，ノエルや新年を祝って扉の前に飾る輪を作ったりしました。現在世界遺産となっている
シャルトルは，ケルトの国カルヌート（Carnutes）の首都Autricum．でした。ケルトの聖地であっ
た地にキリスト教の大聖堂が建っているのですから，キリスト教宣教師達の布教技術が如何なるもの
であったのか，彼らのコミュニケーション能力の高さは驚嘆すべきものがあり，我々も学ぶべきであ
ると痛感するものです。
　「ケルト人が霊魂の不滅と輪廻転生を疑っていなかったことは古典・古代の著作の中に繰り返
し述べられている。カエサルは「ガリア戦記」の中で，ガリア人の葬儀の様子を書いている。
＜葬儀は，ガリア人の生活ぶりから見ると，豪勢で贅沢である。死者が生前愛着を抱いていた
と考えられるものは全て，動物でさえ，火葬用の薪のなかにくべられる。いや，今から少し前
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までは，明らかに死者に可愛がられていた奴隷や従者まで，葬儀が滞りなく終わった時主人
と共に焼かれていた。〉　中略
　ドルイド的三位一体では，父の息子でありパラドキシカルな母の息子でもあるドルイドの口
を通して語られるのは，父の言葉を仲立ちにして表現された，母であり女である「自然」に秘
められた「知恵の言葉」なのだ。…　　父と息子と母・女は。同じ一つの「自然」に内蔵され
た真理の知恵を語ろうとして，お互いの間に差異と偏向をはらんだズレのある言い回しを発生
させる。」　　　　　　　　　　　　　　ケルトの宗教ドルイディズムpp．pp89－105から抜粋
　「ドルイデスはふつう戦に加わらず，ほかの人たちと違って税を納めることもない，、軍役の義
務はなく，ほかのことからも免除されている。そのような大きな得点に引かれ，多くの者がみ
ずから進んで教えを受けに集まり，また両親や親戚から送り出されてくる。そこで多数の詩文
を暗唱するといわれる，，したがって，ある者は二〇年間その教えを受け続ける、，その教えを文
字に写すのはよくないと考えているが，ほかの事柄ではすべて公私にわたる仕事でギリシア文
字を用いている。こうなったのには二つの理由があると私には思える，すなわち，ひとつには
その教えを民衆のなかに浸透させたくないからであり，一つには学ぶ者が文字に頼って記憶力
をはたらかせなくなるのを好まないからである。たしかにかなり多くの人々は文字の助けがあ
ると，習得する努力や記憶力を軽んずるようになる、，ドルイデスは霊魂が滅びることなく，死
後はあるものから他のものへ移ることを第一にとき示そうとする。そうすると，死の恐怖は払
われ，おおいに優希に向けて駆り立てられると考えている。さらにドルイデスは，天体とその
運行について．世界と大地の大きさについて，自然について，不死なる神々の力と権能につい
て多くのことを論じて，青年に教えている，，1
　　（ガリア戦記第六巻十四節　月川和雄訳）ケルトの宗教ドルイディズムpp．333－334より引用
仏訳は：　CESAR　la　guerre　des　gaules　Traduction　par　Maurice　Rat　GF　FIammarion　1964
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Paris　pp．129－130を参照
にとっては大変貴重で神聖なものなのですf、12月になると，
達と，ギイ探しにつき合って，森や林の中を一生懸命探して歩きました。我々は樫や楢の木には拘ら
ず，丸く格好の良いヤドリギを見つけた時には大喜びで，全員意気揚々と帰宅の途についたもので
す，今でも鼻の頭を赤くして上を向いて歩く友人達の姿が目に浮かびます。
　ドルイド僧たちは，樫の大木のヤドリギの下で儀式を執り行った
と言われています、．ケルト人が崇拝し，ノエルの頃になると，
フランスの友人達が一生懸命捜し歩き，最も格好の良いのを広間の
天井に飾るのが，ギイ（GuDです（左Yahoo　Franceより）。新
年を迎えるときには二手に分かれて反対周りに回り，その下でちょ
うどあった人とキスをするという風習がありま飢、現在でも，彼ら
　　　　　　　　　　　トノン・レ・バン，リオン，バリの友人
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　Oakの大木に宿るGしliが神聖なのですが，常緑高木である樫に，丸い形のヤドリギが寄生してい
るのを彼の地でも見たことがありません。拙宅の廊下のように狭い庭にも赤樫の木がありますが，蔦
の多い地であるにもかかわらず，丸い大きなヤドリギが寄生したことはなく，鳩や鵯の巣作りの場と
なっています。武蔵野の林でも見たことがないのは何故なのか，常緑樹には稀にしかこの種の寄生を
しないからこそ神聖なGuiなのであろうと推測します。物心ついて以来，庭に鎮座していた葉の大
きな神道榊は引越しの折の手違いで消え失せ，6年前から書斎ヴェランダ前に鎮座するのは赤樫で
す。神道の神饒となる榊と同じ常緑樹です。神道の神は赤樫を修羅に利用しても依り代にはしないの
でしょうか？そんなことはないtカラスが多いにも拘らず，ハトやヒヨドリが安全に子作りに勤しむ
ことの出来る赤樫は，やはり神に守られており依り代と成り得るのだと信じ，そのはるか向こうに天
辺だけ姿を見せている富士山と共に拝んでいます。
　1969年9月から1970年6月まで，リオン大学のマドレーヌ・モノ寮に住んでいましたが，廊下の
向い側の部屋に住み，お互いに助け合い．親友になったLouiseが生れ，現在居住している町がル・
ブイ・アン・ヴレイLe　Puy－en－Velayです。2001年の夏にLouise，私，そして彼女の一人息子
Albanの3人で，800段の急な階段を登ったことがあります。その時の経験に触れますと，漸く登り
きって，ノートルダム教会の黒いマリアを見た時の感覚は，安堵に似たものでした。それは1971年
5月にサン・マクシマン（Saint　Maximin）で開催された学会の折，ジェルマン・ヌーヴォー友の会
（Les　Amis　de　Germain　Nouveau）の会員4人で，サント・ボーム山塊（Le　Massif　de　la　Sainte－
Baume）にある岩山を登り，洞窟のマリア様（Sainte　Marie　de　la　Mer）を拝顔した時に覚えた，
身体の中を何かが走り貫けたような戦傑とは少し違うものでした。
　日本にも山岳信仰の山は数多くありますが，何も考えずに．困難な山道をひたすら登った時に，人
間は誰でも祈る気持ちになるのではないでしょうか。それは中学時代の夏休みに登った大山（雨降山）
で，巨岩を見た時の戦標であり，又頂上から眺めた富士山の姿を拝み見た時の感動でした。その種
の経験は，高校生の時に榛名山の山頂で，神聖な巨石に遭遇し，帰り道ガスに巻かれ，頂上での礼拝
が少し足りなかったのではないかと反省し，山肌に背中を任せて，真剣に祈り，霧が晴れた時に現れ
た素晴らしい景観を目の当たりにした時にも感じたものでした。そう，大学時代の春休みに，京都伏
見稲荷の御劔社裏の巨石を見た時，霊石の上に，当時は明治大学の記念館の屋根にさえ巣を作ってい
た白鷺を見て，白鳥伝説はこうして生れたのかと想像しながらお祈りをした時にも感じたものでし
た。
　大山が縄文時代から民衆に信仰されていたことが．発掘品の数々からも明白なように，フランスの
岩山も，恐らくは古代から信仰されていたものでありt大山（雨降山）が，その後治世者によって仏
教に利用されたように，キリスト教が基層信仰の聖地を利用したのであろうと，神道者である筆者は
悲しい気持ちで納得せざるを得ませんでした。
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左：榛名神社御姿岩，右：伏見大社の磐座（2009年9月・10月ゼミ長西川桂史君撮影）
　何故ならグレゴリウスの書き記した文書を読んでも，日露戦争後の日本入が朝鮮半島や中国大陸を
侵略し，現地の民衆に対して書き記した文章に似て，あたかもガリア人が不遜にも刃向かっていると
いった風情だからです，，強者達・侵略者達の視座は，冷静且つ公正に事実を述べているように見えて
も，驕りが垣間見え，読んでいて不快を生ずるからです，，
　自然を崇拝していたケルト人ですが，近世に入って彼らも機械文明のみに目を奪われ，自然を征服
しようと試みてきました，しかし，現在は自然と共生しようという動きが出てきています，，友人達を
見ている限りでは，自然を心から楽しんでいるように見えます。
　ケルト人が死後の世界を信じたように，我国においても，死後の世界を信ずる人間が大半である
と，歴史を顧みても推察できます，，尤も，神道の家である筆者の生家では，『死んだら無になる』と
教えられてきました，、人間として恥ずかしくない生き方をし，名を残すことが重要であると言われ
て．成長しました，基層信仰から派生した神道は．各家庭で考え方が違っていても，否，違っている
からこそ，素晴らしい宗教であると信じています，、そこには，過去及び未来に繋がる人間としての思
考・思像・思想が育まれていくからです、
　一番重要なことは，人間は，自然界において，ごく小さい生物に過ぎませんが，尚且つ感性豊かで，
興味ある対象について考察することの出来る，素晴らしい動物なのだと自覚することですt、この世界
には，信ずるに足る何かが存在するのだという確信を持つことです。学生達にも常に話しています
が，ひたすら何かに向かって前進し，迷った時に手を合わせ，自分はどちらに向かえばよろしいので
しょうか？と，人間が本来持っている力に真摯に問うのです。必ず答えが返ってくるものです，、それ
は，何も考えずに必死で山を登っている時又，旅をしていて道に迷った時手を合わせて心から祈
り，問うことで証明されることでしょb，，筆者自身，何度も一人旅をしたことがあります。フランス
の森の中を唯一人車で走っていて迷った時，周囲は押し寄せるような森の静けさのみでした、，また，
山頭火の足跡を辿って，鹿児島県と熊本県の県境の，生物と言えば，鳥の声や虫の鳴き声，猪や腹以
外は目にすることのない，球磨川沿いの山中の旧道を一入で歩いていた時標識のない分かれ道で，
手を合わせて祈り問うたものです。必ず答えを知ることができ，迷わずに麓に辿り着き，何の事故も
なく現在に至っているのです。体験せずに話しを聞いただけでは，運が良かっただけだと考える人間
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が大半でしょう。誰でも一度自身で体験してみることです。全く違った考え方に往きつくことで
しょう。
皿　現在でも語りつがれる英雄達
　ローマ軍に対する英雄が次々に登場しますが，有名なのはゴルワのヴェルジャントリックスや，
ブリタニアのアーサー王，アイルランドのクー・ブリン，戦士詩人オシーンなどです。彼らケルト人
は，死後の世界を楽園と見倣し，死ぬことを恐れなかったと言われています。大母神アヌ（Anu；
Danu　・Dana））の子孫達であるダーナ親族は，ミレシア人が侵攻する前に治めていた神々です。
フィン・マク・クール（Fin　MacCooDは，アイルランド大王を守るフィアナ戦士団の指導者。など
など，今尚，筆者が知っているフランス人達の中には親しみを持って語る人々が存在するのです。
・ヴェルキンゲトリクスVercingetorix（フランスではヴェルジャントリックス）：
　カエサルに抵抗したガリア最後で最高の指導者です。前52年に王位につき，ガリア連合軍を指揮
し，ローマ軍と戦いましたが，捕らえられ，前46年ローマに連行され，処刑されたガリアの英雄です。
Aniciumと呼ばれていたLe　Puyの町に，降伏した時の絵画が残されています。降伏とは言っても，
堂々とした態度の，大柄な髪の長い騎士として描かれていました。この町は巡礼の道Saint－Jacques－
de℃ompostelleの始点として有名であり，山の上には，黒いマリアが鎮座しています。
　ヴェルジャントリックスに対するフランス人の感情は．カトリックの神父様に彼について尋ねた
時，『彼は我々ゴルワの為に戦ったのです1』と，お顔を輝かせておっしゃった姿が象徴しています。
その表情は，判官贔屓の日本人が源九郎義経について話す時の表晴や東京っ子が坂東の自立を図った
英雄・平将門に抱く感情と大変よく似たものでした。仲間の為に無私無欲で戦い抜いた武将や，時の
権力者に対抗して，例え敗れたとはいえ，坂東の指導者であり，守護者であった英雄に対して，民衆
は憧れと尊敬の念，そして彼らから伝わる未来への希望を夢に，何百年もの問親愛の情を抱き続ける
のです。
　織田信長の桶狭間の合戦以前には，我国においても一騎打ちは当たり前のことでした。
　ケルト人たちの戦いは，双方に死者が多く出ないようにという配慮から大将同士が戦ったと言われ
ています。ローマ軍が同じ考えの持ち主であったなら，ローマの将カエサルは，ケルトの将である
ヴェルジャントリックスと一騎打ちをした筈ですが，多’勢に無勢な上に，合理的な考えのローマ人に
これ以上刃向かっても，味方の兵士達を死への道連れにするのみであると，潔く降伏したのだと推察
いたします。降伏当時のヴェルジャントリックスについては，カエサルのガリア戦記第7巻
LXXXIX（CESAR　La　guerre　des　gaules　Livre　septi6me　p．19i）から引用いたします。
　翌日彼は同胞を招集する。彼は，私利私欲の為に戦ったのではないこと，民族の自由の為に戦った
ことを明言する。そして彼の死体か，若しくは生きたままでローマ軍に引き渡すか，の選択を彼らに
委ねた。…
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Le　Puy，　Crozatier美術館蔵。フランスYahooより。
・アーサー王Arthur（フランスではアルテユール）：
　かの有名なアーサー王は，史実の上ではしがない戦闘隊長にすぎませんでした。500年頃侵略者の
サクソン軍に絶望的な戦いを続けていたブリテンの王たちに雇われていた騎兵達の長であったと言わ
れています，，アーサーの戦果は目を見張るものであったため，伝説に取り上げられ，拡大され，時を
経て，神話になったものです。コーンウォールの出身であるため，コーンウォールとウェールズ南部
でアーサーを至高の存在に仕立て上げました。後に，魔法使いマーリンと結びついたことで，王と
ドルイド僧のペアを形作り，自然界の力を持つドルイッドと社会的な力を持つ王とが融合した結果，
調和の取れた力を獲得し．ケルトに永遠に残る物語になりました、，甥のモドレッドModredの裏切
りによる戦いで，致命傷を負い，3人の女性によって黒い船に乗せられ，アヴァロン島に運ばれ，現
在でもかの地で生き続けているとされています、，彼は昔の絵の中では茶髪や黒髪が多いのですが，何
故か現在では，金髪碧眼の大柄な勇士とされていますJ19世紀の天才詩人アルテユール・ランボオ
（Jean　Nicolas　Arthur　Rimbaud）もそうでしたが，フランスやイギリスでお会いしたアーサー君た
ちは，全て金髪碧眼であったのが印象的でした。
・マー一リン　Mer且in（フランスではメルラン）：
　アーサー王伝説の登場人物の中で，最も有名な人物の一一人で，現在BSIIでも放映中ですt，しか
し，史実に現れるのはArthurの70年後なのです，，実在のマーリンは，スコットランド低地地方の小
王で，北ウー・．一・一ルズとスコットランドの間で起こった戦闘中に三人の兄弟が殺されるのを見て，精神
に異常をきたし，森の中に逃げ込んで暮らすようになった後に予言を始めたのだそうです。神によっ
て啓示を受けた狂人として，自然の秩序を保つ野人として，不思議な力を持った魔術師として，数々の
物語に登場しました。種々の作品でどんどん大きな力を持つようになり，物語の中の最古のドルイド
僧として未だに大きな力を持ち続けています。彼は，テレビドラマの中では，アーサー王子の若き召
使ですが，作品中ではアーサー王の育ての親として登場し，昔の絵の中の彼は老人の姿が多いのです。
・モルガン　Morgan　le　Fay：
　アーサー王の異父姉妹「女達の島」の支配者。アーサ…王とはしばしば敵対しますが，アーサー
が戦いで倒れた後，異界へと運ぶ三人の女性の一人であり，アーサー王死後は，彼の守護者となりま
す。彼女は有能な魔術師でもあるのです。「ケルト文化事典」によれば，＜古語仏語の主格では時に
モルグ（Morgue）となる一「海から生れた」を意味するブリトニック語Morigenaに由来する。
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p．152＞とありますが，私見では現代仏語の女性名詞「傲慢さ，尊大」のほうが相応しく思えます、，
・オシーンOisin又はOssian（小さな子鹿）：
　フィアナ戦士団の首領フィン・マク・クール（Fin　MacCool）と，雌鹿の姿になっていた妖精と
の問に出来た息子で，アイルランド最高の詩人と言われますが，彼自身の逸話を語る人はいても，彼
の作品を知っている人が，少なくとも私の周囲には見当たらずt不思議な詩人でした。恐らく彼自身
の生涯が詩そのものなのです。何故か聖バトリックが話の中に登場し，又キリスト教に利用されてい
るのかと不愉快になったものです。
・クー・クランCfichulainn（クランの犬下の絵はYahoo　lrlandから転載）：
　アイルランド拝情詩に登場する最も有名な人物と申せます。本
名はシューダンタ（Setantaブリトニック語で道を進んでいく者）
アイルランド神話で最も偉大な神ルグ神の息子です。若い時に
アルスターの鍛冶師クランの犬に襲われて，殺してしまいますc，そ
の償いに彼は犬の身代わりになってクランを守ることを約束し，自
分をクランの猛犬と名乗りました、、異界の王とも，マンスターの王
とも言われるクー・ロイ・マグ・ダーリ　caroi　Mac　Dair6と共
に聖杯の原型のような不思議な釜を守っていたブラートナド
B且athnaitを捕らえるのですが，彼女を取り合うことになります，，
彼女は，一度はクー・ロイの妻になりますが，クー・ブリンを愛していたブラー一トナドはクー・ブリン
と共謀して，クー・ロイを殺してしまいます。ブラートナドは物に貝乏められた女性の象徴と言われて
いるそうですが，筆者には何故そういわれるのか未だによく解りません。クー・ブリンはその後．妖
精の地に赴き，女神ファンFandと大恋愛をしますが，コナハトConnachtの王妃メドヴMedbhの
連合軍に敗れてしまいます，，結局，クー・ブリンはクー・ロイの息子ルギドLugaidに殺されるので
す、，ファン（Fand）はクー・ブリンを異界に連れて行きます。彼は異界で今でも生きているのです，，
ファンは漆黒の髪が実に美しく，クー・ブリンはすぐに恋に落ちたといわれています，，
　英雄ではありませんが，ケルト神話の中で，大変重要で覚えておかねばならないのが：
・アヴァロン　Avalon：
　12世紀に登場する島，りんご（aval）の島。諸説があり，ケルト伝説では大変重要な「不思議の島」，，
実際に存在し，ドルメンがあるAva1島のことではないかと言われています。
　以上のことは，「ドルイドの歌」「世界の神話百科1「ケルト事典」に詳しく書かれており，筆者も
正確な年度や綴り字を参照していますので，日本でも知る人が多いと思われます。彼らは現在でも，
よく知った親戚の人たちのように語りつがれているのです。
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おわりに
　現代っ子の間で，ヴァーチャル・ゲームの登場人物として知られているように，ケルト神話は，北
欧神話と共に，物語として大変優れており，感受性豊で，人々の胸をときめかすような構成になって
います。日本神話が徐々に忘れ去られようとしているのに対し，時を経るにつれて，輝きを増してき
ているように見受けられます。日本神話も「古事記」や「日本書紀」の如く，天皇制への移行や説明
に拘泥することなく，手塚治虫の「火の鳥」のように物語1生を広げていれば，国民の末端にまで語り
つがれ，現代の若者にも容易に受け入れられたのではないかと推察いたします。
　特別研究として提出した研究課題は「日本文化とケルト文化」でしたが，特別研究中購入した本を
通読する時間がなく，今回はガリア地方に住んでいたケルト人，フランス語のゴルワを中心に記述致
しました。次回は購入した書籍を通読した上で，もう少し掘り下げて，ケルトヨーロッパ人について，
又アイヌ沖縄を含む日本人について調査・研究し，考察していく所存です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付記
　尚，本稿掲載の写真は，筆者本人若しくはゼミ生が撮影，絵画はフランスとアイルランドの
Yahooから転載自由の物を借用しました。フランス語要旨の添削は，1970年6月からの友人である
Marie－Christine　FERREIRAにお願い致しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2009年ll月29日記
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